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Trend analysis of the Semiconductor Industry of Japan and China
KOEZUKA, Hiroshi
The purposes of this thesis are the following three points. First, the semiconductor 
industry in the world, it is clarified at what position the semiconductor industry of the 
Japan and China is. Secondarily, the cause of the failure of a rapid position decrease and 
the corporate activity of the semiconductor industry and the enterprise in Japan is pointed 
out. Thirdly, current situations and issues of the development of semiconductor industry in 
China are presented. 
The semiconductor industry of Japan has developed rapidly until about 1990, and came 
to occupy about the half of the world share in that. However, the market share was rapidly 
lost due to the failure of management strategy and corporate activity. The semiconductor 
industry of China grows up rapidly by the fostering of industry after the 2000's. However, 
the growth is centering on the foreign capital, and it has still a lot of problems in the point 
of development of a Chinese enterprise.
Keywords：Semiconductor Industry, technological innovation, market share,
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図 1　世界半導体市場の推移
　　　　　　出所）電子情報技術産業協会編 [2009]『ICガイドブック（2009 年版）』21 ページ
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世界の半導体市場は 4年に一度程度の好不況のサイクルはありながらも、この 40 年間にわ
たって大きく成長を遂げてきた（図1参照）。その中でも日本を除くアジア太平洋半導体市場は、
この 10 年間、急激に成長を続け、現在では世界全体の半分近くを占めている（図 2参照）。こ
の日本を除くアジア太平洋市場の中心は、後でも述べるが中国である。中国はこの半導体市場
においても、急速に存在感を高めているのである。





























































































出所）電子情報技術産業協会編 [2009]『ICガイドブック（2009 年版）』246ページ、図 4－1－6、原出所はWSTS
図 3　集積度の拡大と最小線幅（プロセス）の縮小
















例えば、1990 年には上位 3社は日本企業が占め、上位 10社のうち 6社が日本企業であったが、
ほぼ 20 年後の 2009 年には、上位 3社の中に 3位の東芝があるだけで、上位 10 社には 2社し
か入っていない。日本企業がこの 20 年間で世界半導体産業において存在感をいかに無くして
いるかを示している。これに対して、1990 年には上位 10 社に 1社も入っていなかった韓国企
業は、2009 年には 2 位に三星電子、7 位にハイニックスの 2 社が入っている。米国企業は、
1990 年に上位 10 社に 3社（モトローラ、インテル、TI）が入っており、2009 年には 4社（イ
ンテル、TI、クアルコム、AMD）が入っており、依然として半導体産業においては重要なプレー
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表 1　世界半導体メーカー上位 10社推移
1980 1985 1990 1995 2000 2005 2009
1 位 TI NEC NEC Intel Intel Intel Intel 
2 位 Motorola Motorola 東芝 NEC 東芝 三星電子 三星電子
3位 NS TI 日立 東芝 ST TI 東芝
4位 NEC 日立 Motorola 日立 三星電子 東芝 TI
5 位 日立 東芝 Intel Motorola TI ST Micro ST Micro
6 位 東芝 Philips 富士通 三星電子 NEC ルネサス Qualcomm
7 位 Intel 富士通 TI TI Motorola Infineon Hynix
8 位 FCI  Intel 三菱 富士通 日立 Philips ルネサス
9位 Philips NS Philips 三菱電機 Infineon ハイニックス AMD
10 位 シーメンス 松下電子 松下電子 現代電子 Philips NECエレ Infineon
出所）プレスジャーナル社編『1985 年度版 日本半導体年鑑』104 ページ、表 13：同『1999 年度版 日本半
導体年鑑』72 ページ、表 3：日本電子機械工業会編『2000 年 ICガイドブック 2000 年版』29 ページ、
表 1-4：電子情報技術産業協会編『ICガイドブック 2003 年版』43 ページ、表 1-4：電子情報技術産


















































体的には次のような経緯をたどっている。インテルは 1970 年 10 月に DRAM1103 という IC
メモリを開発したのであるが、そもそも同社は半導体メモリ技術を発展させてビジネスを行う








る。同社では、1984 年 11 月に DRAM撤退の決断をしたが、16KDRAM市場でのシェア低下
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に選択する戦略がシステム LSIということであったが、上手くいかず、新たな市場での競争優
位を構築することができなかった。具体的には、16MDRAMでの三星電子1位が1996年であり、




































































第 6次 5 カ年計画（1981 ～ 85 年）、第 7次 5 カ年計画（1986 ～ 90 年）において、電子工業部
は 1986 年に IC技術 531 発展戦略（5ȝ推進、3ȝ開発、1ȝ突破）を提起し、国家計画委員会と
機械電子工業部が 1989 年に半導体発展戦略を採択 した。続いて、第 8次 5カ年計画（1991 ～
95 年）、第 9次 5 カ年計画（1996 ～ 2000 年）においては、908 プロジェクト（1990 ～ 95 年）
で 6インチウエハと 0.8 ～ 1.0ȝの実現、909 プロジェクト（1996 ～ 2000 年）で 8インチウエ







IC産業を奨励する若干の政策』（いわゆる 18 号文件）を 出し、税制、投資、輸出入、人材、
知財、購買、外貨等の様々な側面から半導体産業の育成を強力に行うことになった。以後 5年
間の投資額は過去 20 年の 4倍、産業規模は 5年で 3倍となった。米国が 2004 年にWTO提訴
したことから、同年に、中国は半導体製品の付加価値税還付政策等を廃止した。信息産業部は
半導体産業 3原則、すなわち、WTO原則遵守、支援体制継続、部門間連携強化を提示し、また、





2003 年に独立）、キマンダ（独シーメンスの半導体部門が 1999 年に独立したインフィニオン・
テクノロジーズのメモリ事業部門から 2006 年に分社化、ただし、2009 年 1 月に破産）、RFマ
イクロデバイス（米国）はいずれも外資である。日系企業は 3社が上位 10 社に入っている。
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表 3　中国半導体組立（後工程）企業トップ 10
順位 企業名称 07 年売上額（億元）
1
伎思卡半ሬ体（中国）有限公司








































順位 企業名称 07 年売上額（億元）
1
中芯国䱵集成⭥路制造有限公司


























































う少し具体的に見てみる。上海には、7つの国家級開発区と 25 の市級開発区（2008 年現在）
がある。半導体関連では張江高科技園区（張江ハイテクパーク）が 1992 年 7 月に浦東新区に
創設されたが、ここは 25 ㎢の広さがあり、IC，ソフトウエア、バイオ製薬を 3大リーディン
表 5　地域別比および上海市と蘇州市の部門別シュア
地域 長江デルタ 環渤海湾 珠江デルタ 中西部他 
売上高（億元） 930.5 208.0 72.0 41.0
比率（％） 74.4 16.6 5.8 3.2
上海市 設計 前工程 組立工程 合計 
売上高（億元） 36.5 146.7 183.3 366.5
部門比率（％） 10.0 40.0 50.0 100.0
全国比率（％） 16.2 36.9 29.2 29.3
蘇州市 設計 前工程 組立工程 合計 
売上高（億元） 5.0 20.1 214.8 239.9
部門比率（％） 2.1 8.4 89.5 100.0
全国比率（％） 2.2 5.1 34.2 19.2
出所）岸本千佳司［2009・8］6 ～ 7 ページ、表 6、表 7、表 8。原出所は上海市信息化委員会・上海市集成
電路行業協会、蘇州市集成電路行業協会
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グ産業に育成することを目標にしている。2007 年末現在で、5,359 社があり、収入 685.7 憶元、
工業生産高 390 億元である。上海の半導体売上高の約 6割を占めており、中芯国際、上海宏力、
上海華虹が立地し、半導体設計企業約 100 社、組立企業 12 社、フォトマスク企業 2社、装置・
部材企業 34 社の合計約 150 社（2007 年末現在）が進出している。また、北京大、清華大、復
旦大等の研究・教育機関も進出している。
さらに、張江孵化器管理中心が設立（2008 年 8 月現在）され、同パーク内の 10 か所のインキュ
ベータ、514 社を支援（2008 年 9 月末現在）した。設計業に特化した上海集成電路設計孵化基
地（上海 IC設計インキュベータ）が 2000 年に設立（2005 年に国家級として認定）されたが、
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